
［成果の内容・特徴］

①葉ネギの播種前に600mm程度のかん水処理を行うと、土壌の化学性が改善され、収量が増

加し、「葉先枯れ症」の発生率が減少する（表１）。

②土壌中の水溶性硝酸、硫酸濃度は600mm程度のかん水処理によって減少し、それにともな

い水溶性カルシウム、カリウム濃度も減少する。この結果、土壌の電気伝導度が低下する

（表２，３，図１）。

③土壌の交換性塩基含量に対するかん水処理の影響は少ない（表３）。

［成果の活用面・留意点］

①葉ネギの安定生産対策資料として活用できる。

②硝酸態窒素濃度が高い葉ネギ栽培土壌については、土壌診断基準に基づき、肥料や土壌

改良資材の適正施用に努めるとともに、過剰な有機物の施用を改める。
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［背景・ねらい］

施設栽培葉ネギは典型的な集約栽培が行われているが、近年、発芽苗立不良や「葉先枯

れ症」による収量、品質の低下が問題となっている。中でも「葉先枯れ症」は、葉ネギの

安定生産や品質向上をめざすうえで大きな障害となっている。一方、葉ネギ栽培土壌は、

有機物の連年多量施用や鶏ふん主体の施肥などの肥培管理により、養分過剰の状態にあり、

このことが、土壌の水溶性成分組成の悪化をまねき、葉ネギの生育に悪影響を与えると考

えられる。そこで、播種前のかん水処理が葉ネギの「葉先枯れ症」の抑制や発芽苗立の改

善に及ぼす効果と土壌の理化学性に与える影響について明らかにする。
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播種前のかん水処理による葉ネギの生育障害の軽減

[要約］葉ネギの収量や品質低下の一要因となっている

かん水処理によって、軽減される。

｢葉先枯れ症」は、播種前の
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[具体的データ］

表１葉ネギの生育と収量（平成４年）
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表３跡地土壌の化学性（平成４年）
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表､２ かん水処理による水溶性イオン

濃度の変化（平成５年）
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図１土壌の電気伝導度及び耐酸

イオン濃度の推移(平成５年）
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